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1 ユネスコ世界遺産委員会は、2007年、世界遺産を保護していく上で地域のコミュニティが果たす役割の重要性を強調し、 
Communityを戦略的目標の一つに掲げた。2012年には、世界遺産条約採択から 40周年を記念する行事等が通年で行われ、 
テーマに”World Heritage and Sustainable Development: the Role of Local Communities”が掲げられた。（UNESCO World  



















図－１ 吉野山全景 中央に金峯山寺の本堂を望む 





































































































































耆大山、十和田湖、立山、大沼公園、登別温泉）（水谷 2014－1, 67）。 
1931（昭和 6）年に国立公園法が制定、内務省に国立公園委員会が設置され、主として 16 調
13 
 
査地から候補地の選定が行われた。1932（昭和 7）年 10月の第 2回国立公園委員会で 12ヵ所の
候補地が選定された（阿寒、十和田、日光、富士、日本アルプス、吉野及熊野、瀬戸内海、大山、
雲仙、阿蘇、霧島、大雪山）。具体的な指定区域の検討などを経て、1934（昭和 9）年と 1936（昭
和 11）年にこの 12ヵ所の国立公園が順次、正式に指定された。（水谷 2014－2, 89 /水谷 2014























































る反対の動きとの関連性を示し（村串 2004, 153-180/村串 2012, 354-371）、当初は、山林伐採
への危機感や植物保護の要請から、大台ケ原を中心に国立公園が構想されていたが、熊野方面へ
の拡張が議論されるようになると、北山川流域の民有地の林業および水力発電計画との調整が懸






















て形成された林業である（加藤 1991, 51）。奈良県の森林はほとんどが民有林で、その割合は 95％
に上る。民有林における人工林率は 62％であり、このように林業の盛んな奈良県で特に有名なの





の一翼を担うとの見方もある（奈良県吉野町 1972, 48）。 
これら地域では、西暦 1500 年頃の室町時代末期，すでに川上村で造林が行われたという記述
がある（増田 2013, 44）。他の吉野郡各地においても，おおよそ江戸時代の初期には植林が開始































































































































センタ  ー 2016）。大峯奥駈道はこの修行の場であり、数多くの行場や、礼拝施設あるいは休憩所
である宿・茶屋、社寺が結ばれている。熊野に向かう参詣道の一つでもある（図－８）。現在も吉
野山や洞川など周辺地域の修験道寺院や、近畿地方など各地に存在する講と呼ばれる行者集団に








図－９ 吉野山から大峰山脈に至る修行の道 大峯奥駈道 
（2016年 8月 12日 筆者撮影） 
図―１０ 大峯奥駈道中の祠 












図－１１ 名勝・一目千本の桜  
眺望地点である吉水神社は後醍醐天皇の行在所や源義経の隠れ家となった地。 
































ゆえに自然植生も保たれている（環境省 2001, 18）。 
大峰山脈や大台ケ原ではシカによる植生への被害が深刻化し、吉野山ではヤマザクラの樹勢の
























（奈良県保存管理計画 2005, i） 
図－１４ 吉野山－大峰山脈間の大峯奥駈道における世界遺産の構成資産 
と緩衝地帯 

















び特別委員会の議事録（1931 年から 1935 年まで。同一冊子にまとめられた議事録から計 6 点



























「国立公園の選定に関する特別委員会」（以下、特別委員会）が担った。（水谷 2014－2, 90） 
1931（昭和 6）年 11 月の第 1回国立公園委員会では、前述した大台ケ原の調査予定地から発
展し大台ヶ原・大峰山脈を主とした「大台ケ原大峯山国立公園案」が提案された。本提案には吉
野は含まれていなかった。このときの議事録にも吉野に関係した言及は見られなかった（史料－
１）（内務省 1930, 1931）。 





































































方を考慮すべきだと意見を述べている（三好 1929, 9）。 
「日光の特殊植物景観に就て」（国立公園 2 巻 5 号）で三好は、具体的な植物名や植物群落を
挙げ、その分布や生態、色などの特徴を述べている（三好 1930, 4-5）。「雲仙国立公園、霧嶋国
立公園並に瀬戸内国立公園の植物に就て」（国立公園 6 巻 4 号）でも、各国立公園に見られる植
物種、群落について、樹容や分布、色等の特徴を挙げている（三好 1934, 6-9）。「日光国立公園











































 一方で、1932（昭和 7）年 8月以降、吉野郡の大山林地主から、国立公園からの民有林削除を
求める要望書が度々提出されていた（水谷 2014－3, 82）。 
 
（５）吉野を含めた国立公園候補地の選定 
1932（昭和 7）年 9月 24 日の第 8回懇談会で、熊野地方及び吉野に拡大した「吉野及熊野国

























































1936（昭和 11）年 2月の「吉野熊野国立公園」の指定に至った。 
吉野山と熊野三社について、1935 年の第 7 回国立公園委員会で内務省衛生局長は、自然の風
景地以外のものであるが「我が国建国以来の貴重なる霊地、史蹟等」であり、本公園の成立上欠
くべきでないため取り入れたと、国史との関係性を評価した説明を行っている（史料－７）。1936
年 2 月の最終指定で指定理由に挙げられたのは、国史との関わりのみだったということになる。 
人工林や信仰は評価されず、国史との関係性のみを理由に吉野山が指定されることとなったが、
これは、田村剛が一つの国立公園における風景型式の統一性やまとまりを重視し、飛地や線状の
































表－１ 国立公園指定における吉野に対する評価 1 
年月 制度指定に関する出来事 
 資産の評価 情報の評価 








     














1932年 10月 第 2回 国立公園委員会 4   ○   
1935年 12月 第 7回 国立公園委員会   ○   
1935年 12月 第 2回 区域決定に関する特別委員会  本多、三好   本多、三好 
1935年 12月 第 3回 区域決定に関する特別委員会  本多   本多 



























（Nomination File、2004 年）、および ICOMOS の対象地に対する価値づけを示す資料として
ICOMOS が推薦案件を審査した評価報告書（Evaluation Note、2004 年）を取り上げた。世界
遺産登録以降のものとして、日本の地域行政の対象地に対する評価を示す資料として、推薦自治
体である三重県、奈良県、和歌山県により作成されUNESCO世界遺産センターに提出された保
存管理計画書（2005 年）、世界遺産登録後の対象地に対する UNESCO/ICOMOS の認識を示す
資料として、登録を受けた遺産に対し定期的に行われる ICOMOS の保全状況審査の報告書
（State of Conservation Report、2006年）、各世界遺産に対するユネスコ世界遺産条約における
公式的な評価といえるため、「顕著な普遍的価値のステートメント」（Statement of Outstanding 
Universal Value、2013年採択）5を対象とした（表－２）。 
                                                 
5 顕著な普遍的価値を明文化したStatements of Outstanding Universal Value（以下、SOUV）は、2007年以降、世界遺産リストへの登録にあた
る必要条件として各遺産につき作成、提出することが義務づけられている。また、過去に遡り、2006年以前に登録された世界遺産においても
SOUVを作成し、世界遺産委員会の承認を受けるべきことが決定され、毎年の世界遺産委員会で漸次、各国からの SOUV提出と同委員会による承





















                                                 
が該当する（UNESCO World Heritage Center 2016）。 
 表－２. 世界遺産登録における吉野に対する評価 分析対象資料 
 評価主体 年 資料名 
1 日本 2004 「紀伊山地の霊場と参詣道」登録推薦書（Nomination File） 
2 UNESCO/ICOMOS 2004 ICOMOS評価報告書（Evaluation Note） 
3 日本 2005 保存管理計画書 
4 UNESCO/ICOMOS 2006 ICOMOS保全状況審査報告書（State of Conservation Report） 
5 UNESCO/ICOMOS 2013 








林についての説明が見られる。“Justification for Inscription”は、a. Statement of significance
（重要性の陳述）、b. Comparative analysis（他地域との比較分析）、c. Authenticity（遺産の真
正性）、d. Criteria under which inscription is proposed（世界遺産に求められるOutstanding 
Universal Value（顕著な普遍的価値）を証明する 10の評価基準のうち該当するものとその理由
を示す）と節が続く。森林に関する記述は、c. Authenticity の 2) Authenticity and integrity 




づける記述が見られた（Government of Japan 2004, 16）（表－３－１）。 
保存管理計画書（2005）は、包括的計画と奈良県版計画に分かれている。包括的保存管理計画
では、森林は完全な自然林ではなく人工林からも構成されること（世界遺産「紀伊山地の霊場と
参詣道」三県協議会 2005, 9, 10, 12）を述べるほか、林業地を林業活動によって成立した文化的
景観と捉える（世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」三県協議会 2005, 10）。奈良県版保存管理
計画でも、古くから地域の主要産業として林業が発達し、スギ、ヒノキの木材産地として広く知
られてきたことを説明している（奈良県 2005, 10）（表－３－３）。 




















て説明がなされ、The forested mountains については、「森林に覆われた山々は、対象地の山々









同評価報告書は、前述したように、第 2 章 Property で紀伊山地の文化的資質の筆頭に三聖地
や巡礼路よりも先にThe forested mountains を挙げ、「推薦書は、山々を覆う森林や、推薦地域
内各地の森の異なる分布やデータについて詳述していない（原文：The nomination does not 
describe in detail the mountains or their forest cover or the differing patterns and profiles of 
the woods in various parts of the site.）」との指摘も行っている（UNESCO World Heritage 
Center 2004, 34）。さらに、推薦書に登場した森林や樹木として、吉野山の桜から熊野速玉大社
のナギ、那智の原始林、高野山の巨木、大峯奥駈道の一部の沿道に見られるシラビソの天然林、




ではない（Government of Japan 2004, 5）。評価報告書には、森林や植生への強い関心が示され
ており、文化財保護の専門機関である ICOMOS としては異例といえる。この要因については推
察にとどまるが、当初、日本からの推薦書では本遺産のタイトルは ” Sacred Sites and 











   表－３－１．「紀伊山地の霊場と参詣道」登録推薦書における吉野に関する記述（世界遺産登録時）  
 資 料  
評 価  
主 体  
全 体 的 特 徴  桜  人 工 林  国 史  信 仰  
2 0 0 4  
登 録 推 薦
書  
日 本  
・霊 場「 吉 野・大 峯 」と し て 、信
仰 に 関 す る 記 述 が 多 く を 占 め
る 。  
・ 修 験 道 に ち な む 桜 の 山 の 縁 起 、 日 本
人 の 美 意 識 を 示 す 点 で 花 や 吉 野 が 古
来 象 徴 的 だ っ た こ と 、 多 く の 和 歌 や
絵 画 な ど に 描 か れ て き た こ と を 説 明
す る 。   S u r r o u n d in g th e m a r e  v as t  
s t re t c hes  o f  ch e rry  t re es ,  w hi ch w e re  
p la nt ed  a f t e r t he  l eg e nd  t h a t  E n no  
G yô j a c a rv ed  t he  p ri n c ip al  o b j ec t  o f  
wo rs hip  o ut  o f  a  c he rry  t re e ;  s in ce  t h e  
1 0 th  cen t u r y,  t h i s  p la ce  h as  b ee n a  
s y mb o l i c  p l ac e  f a mo us  f o r t h e  b e a ut y  
o f  c he rry  b l o s s o ms ,  t yp i c al l y  
i l l us t ra t i ng  t he  e s t he t i c  v a l ue  o f  t he  
J ap a nes e  p eo p l e .  Writ t en  i n  m a n y  
Wa k a p o e ms  a nd  d ra w n i n  m a n y  
p ic t u res ,  i t  h a s  b een  a  t yp ica l cu l tu r a l  
l an d sc ap e  a s so c i a t ed  w i th  r e l i g io u s  
an d  a r t i s t i c  ac t iv i t i e s .  
（ G o v er n m en t  o f  J ap an  2 0 0 4 ,  2 2）。          
 
・ 生 物 種 と し て の 評 価 は 明 確 で な い 。  
・ 林 業 は 、 紀 伊 山 地 で 長 い 歴 史 に  
亘 り 続 い て き た 地 域 の 重 要 な 産 業
で 、 巡 礼 路 や 川 に 沿 っ た 森 林 の 大 部
分 が 人 工 林 で あ る 。  
O n  th e  o th e r  h an d ,  t he  K i i  M o u nt a i n  
R a ng e  h as  a h i s t o ry o f  ac t i v e  f o res t ry -
ind us t ry p ro d u ct i o n,  w hic h h as  
n u rt u red  J ap a nes e  c ed a r t re es  a nd  
c yp res s  t re es  co ve r i ng  a l a rg e  e x t e nt  
o f  t he  e xi s t in g  f o res t s  ex t e nd i ng  a lo ng  
t he  p i lg r i m ag e   
ro ut es  a nd  ri v e rs .   T he  s aid  f o res t ry  
ind us t ry t h at  h as  b een s us t a i ned  f o r a  
lo n g  p e rio d  o f  t i m e  i s  o ne  o f  t he  
i mp o rt a nt  l o c a l  i nd us t r i e s  su p p o r t in g  
th e  s ac r ed  mo u n ta in s  eco n o m ica l ly .  
（ G o v er n m en t  o f  J ap an  2 0 0 4 ,  1 6） 。  
 
・ 植 林 地 を 信 仰 の 山 で あ る 紀 伊 山 地 の
文 化 的 景 観 に 不 可 欠 な も の と 位 置 づ
け る 。  
In  ad d i t i o n ,  t he  l a nd s c ap es  o f  t ho s e  
p la nt a t io ns  a re  t he  e s s e nt i a l  
co mp o n e nt s  o f  t he  c u l t u ra l  l a nd s c ap es  
o f  t he  s ac red  mo u nt ai ns  a lo n g w i th  t h e  
p i lgr im a ge  r o u te s  an d  r iv e r s .  
（ G o v er n m en t  o f  J ap an  2 0 0 4 ,  1 6）  
・登 録 対 象 地 の 概 要 説 明 で は 、修 験 道 信 仰 の 中 心 、桜
の 名 地 、 文 学 や 芸 術 と の 関 連 の 三 つ の 側 面 か ら 吉 野
山 が 語 ら れ 、 国 史 と の 関 係 性 は 言 及 さ れ な い 。  
“ Yo sh in o ” ,  lo ca t ed  t o  t h e  so u th  o f  t h e  N ar a  B a s in ,  
wh er e  th e  cap i t a l  c i t y  o f  J ap an  wa s  se a t e d  f r o m th e  7 th  
to  t h e  8 th  c en tu r y,  h ad  b een  s in ce  an c ie n t  t ime s  th e  
o b je c t  o f  mo u n ta in  wo r sh ip .   L at e r  as  t he  S hu g e n s e c t  
o f  as ce t i c  B ud d hi s m b ec a m e  mo re  a nd  mo re  a c t i v e  
a nd  i nf lu e nt i a l ,  t h i s  re g io n b e c a me  t h e  mo s t  
i mp o rt a nt  s ac red  p l a ce  as s o c i at ed  wi t h  E n no  G y ô j a  
( 7 t h  c .  t o  8 t h  c . ) ,  who  i s  b e l i e ved  b y s o m e  t o  b e  t h e  
f o u nd e r o f  S h ug end ô .  T h e r e  r e ma in  man y mo n u men t s  
an d  s i t e s  r e l a t ed  to  S h in to  an d  S h u g en d ô  s t i l l  t o d a y .
（ G o v er n m en t  o f  J ap an  2 0 0 4 ,  2 1） 。  
 
Yo sh in o ya ma  i s  a  mo u n t a in o u s  a r ea  wh ich  is  lo ca t ed  a t  
t h e  n o r th e r n  en d  o f  t h e  Ô min e  M o u n ta in  R an ge .   A lo n g  
i t s  r id g e l in e  e x t en d in g o v e r  7  k m in  l en g th  th e r e  a r e  
S h in to  sh r in e s ,  t e mp les  o f  t h e  S h u g en  s ec t  o f  
B u d d h i sm,  sh o p s  a n d  h o sp ice s  f o r  t h e  ac co m mo d a t io n  
o f  p i lg r im s .   S u r r o u n d in g th e m a r e  v as t  s t r e t ch e s  o f  
ch e r r y t r ee s ,  wh ich  wer e  p l an t ed  a f t e r  t h e  le g en d  th a t  
En  n o  G yô ja  c a r ved  th e  p r in c ip a l o b je c t  o f  wo r sh ip  o u t  
o f  a  ch e r r y t r ee ;  s inc e  t he  1 0 t h  ce nt u ry,  t h i s  p lac e  h as  
b een a s y mb o l i c  p la ce  f a mo us  f o r t h e  b ea ut y o f  
ch e rry b lo s s o ms ,  t yp i c al l y i l lus t ra t i ng  t h e  e s t h e t i c  
v a l ue  o f  t he  J ap a nes e  p e o p le .   Wri t t e n  i n  m a n y  
Wa k a p o e ms  a nd  d ra w n i n  m a n y p ic t u res ,  i t  h a s  b e en  
a  t yp ic a l c u l tu r a l  l an d sc ap e  a s so c i a t ed  w it h  r e l i g io u s  
an d  a r t i s t i c  a c t iv i t i e s .（ G o ve r n m en t  o f  J ap an  2 0 0 4 ,  2 2）     
 
・ 古 代 の 吉 野 山 に 対 す る 都 で の 一 般 的 な 崇 敬 は 取  
り 上 げ つ つ 、 天 皇 行 幸 に は 触 れ て い な い   
F r o m th e  d e s c r ip t io n s  o f  p r e h i s to r ic  p e r io d s  in  t h e   
“K o j ik i ”  ( J ap an  R e co r d  o f  An c ien t  M a t t e r s )  an d  th e   
“N ih o n  S h o k i”  ( C h r o n ic l e  o f  J ap an ) ,  wh ich  w er e   
co mp i l e d  b y th e  an c i en t  go v e r n m en t  o f  J ap an  in  t h e  8 th  
cen t u r y,  i t  i s  ind ic a t ed  t h at  t he  g o d s  o f  Y o s hino y a m a  
a nd  K um a no  w e re  no t  s i mp l y t h e  la nd  g o d s  re v e red  
b y lo c al  p eo p l e  b ut  we re  al s o   
g o d s  whi ch we re  g e t t i ng  at t e nt io n f ro m t he  p eo p l e  
l i v ing  i n  t he  a nc i e nt  c ap i t a l  c i t y,  wh ic h  can  b e  
co n s id e r ed  to  h a ve  b e en  th e  v e r y b e g in n in g o f  t h e  
co n s ec r a t io n  o f  t h e s e  a r e a s .  F o r i ns t an ce ,  l e g e nd  t e l l s  
t h at  Y o s hi no y a m a i s  t h e  d we l l i ng  p l ac e  o f  t he  d e i t y  
co nt ro l l i ng  t he  s up p l y o f  w at e r,  w h ic h i s  e s s ent i a l  t o  
r i c e  f i e ld s ,  f o r t he  a nc ie nt  c ap i t al  a re a o r t h e  d e i t y  
co nt ro l l i ng  p rec io us  m in e ra l s  s uc h as  g o ld  o re ,   
（ G o v er n m en t  o f  J ap an  2 0 0 4 ,  4 8）    
 
O n  th e  o th e r  h an d ,  f e s t i v a l s  an d  r it e s  d ed ica t ed  to  g o d s  
wer e  co n t in u o u s ly o b se r ved ;  f o r  in s t an ce ,  in  6 9 8  t h e  
n at io n a l  g o ve rn m e nt  m ad e  p ra y e rs  f o r ra in  t o  t h e  
g o d  o f  Y o s hi no y a m a  a n d（ G o ve r n m en t  o f  J ap a n  2 0 0 4 ,  
4 9）  
 
・ 南 朝 設 立 の 史 実 と 社 寺 や 文 化 財 が 戦 乱 に 巻 き 込 ま
れ た こ と に 言 及 は あ る が 、 後 醍 醐 天 皇 の 名 前 は 登 場
し な い 。  
I n  p a r t i cu l a r,  i n  t he  p e r io d  f ro m 1 3 3 6  t o  1 3 9 2 ,  w h e n  
t wo  E mp e ro rs  s t o o d  i n  co mp et i t io n  f o r l eg i t i m a c y,  
Y o s hi no y a m a w as  ch o s e n as  t he  s e at  o f  t h e  
“ S o ut he rn ”  I mp e r i a l  C o u rt  a nd  w as  t h e re f o re  
・ 修 験 道 成 立 以 前 の 古 代 吉 野 の 山 岳 信
仰 に つ い て 詳 述 す る 。山 岳 修 行 拠 点 と
し て の 吉 野・大 峯 の 発 展 、全 国 的 な 影
響 力 を 強 調 す る 。  
 
“ Yo s h in o  an d  Ô m in e” ,  lo c a t ed  in  t h e  
n o r th e r n mo st  p a r t  o f  t h e  K i i M o u n ta in  
R an ge ,  i s  ac co r d in g ly th e  n o r th e r n mo st  
s i t e  amo n g th e  th r ee  sa c r e d  s i t e s .  T h i s  
sa c r ed  s i t e  in c lu d e s  tw o  co r e  a r ea s :  t h e  
“Yo sh in o ”  a r e a  a n d  th e  “Ô m in e ”  a r ea .  
I n  t he  Y o s hi no  a re a,  t he  K imp u  
mo u nt a ins  w hi ch w e re  b e l i e v ed  t o  b e  
co nt ro l l i ng  t he  w at e r s up p l y a nd  we re  
t he re f o re  c l o s e l y as s o c i at ed  wi t h  
ag r i cu l t u ra l  ac t i vi t i e s ,  a nd  w h ic h  
p ro d uc ed  g o ld  and  o t h e r m i ne ra l s  
we re  re ve red  as  t he  m aj o r o b j ec t s  o f  
wo rs hip .  O n  th e  o th e r  h an d ,  t h e  Ô min e  
a r ea ,  wh ich  i s  lo ca t ed  to  t h e  so u t h  o f  t h e  
Yo sh in o  a r ea ,  h a s  d e ve lo p ed  a s  a  
p r im ar y s t a g e  f o r  mo u n ta in  a sc e t i c  
p r ac t ic e s .   T his  s ac red  s i t e  co nt i n ued  
t o  e xp a nd  i n  i mp o rt a nc e  as  t he  ce nt ra l  
p la ce  o f  S h ug en as ce t i c  p ra c t i c e s  u nt i l  
t he  mid - 1 0 t h  c en t u ry ,  an d  th e  
r ep u t a t io n  o f  “Yo sh in o  an d  Ô m in e ”  a s  
o n e  o f  t h e  mo st  sa c r ed  mo u n t a in s  in  
J ap an  r eac h ed  a s  f a r  a s  C h in a .   Man y  
p eo p le  c a m e  t o  vi s i t  t h i s  a re a f ro m  
v a r io us  p l a ces  a ro u nd  J ap a n t o  
u nd e rt a ke  as ce t i c  p rac t i c e s ,  and  i n  a n  
at t e mp t  t o  rep ro d u ce  “ Y o s hi no  a nd  
Ô mi ne” ,  s i m i l a r  s ac red  mo u nt a in  s i t e s  
we re  d e v e l o p ed  i n  o t he r  p l a ces  a ro u nd  
J ap a n.  







at t a c ked  b y t he  o p p o s i ng  g ro up .   Ma n y s h r i nes  a nd  
t e mp les  i n  t he  s ac red  s i t e s  s uf f e red  f ro m t he  f l a m es  
o f  w a r.（ G o v er n m en t  o f  J ap an  2 0 0 4 ,  5 5）  
表－３－２．「紀伊山地の霊場と参詣道」 ICOMOS 評価報告書における吉野に関する記述（世界遺産登録時）  
 資 料  
評 価  
主 体  
全 体 的 特 徴  桜  人 工 林  国 史  信 仰  
2 0 0 4  
IC O M O S  
評 価 報 告
書  
U N ES C O /I
C O M O S  
・森 林・聖 地・巡 礼 路 を 一 体 の も
の と し て 捉 え 、紀 伊 山 地 の「 信 仰
の 山 」 の 景 観 で あ る と み な す 。  
S et  in  d e ns e  f o res t s  i n  t he  K i i  
Mo u nt a i ns  o ve r lo o k in g th e  
P ac if i c  O c ean ,  t h ree  s a c red  
s i t e s ,  Y o s hino  a nd  Om in e ,  
K um a no  S an za n,  and  K o y as a n,  
l i n ked  b y p i lg r i m ag e  ro ut es …  
（ U N ES C O  Wo r ld  H er i t a ge  
C en t e r  2 0 0 4 ,  3 4）  
 
T o g e t he r,  t he  s i t e s  a nd  t he  
f o res t  l a nd s c ap e  t h a t  
s u rro u nd s  t he m re f l ec t  a  
p e rs i s t e nt  a nd  e xt rao rd i n a r i l y  
we l l  d o c u m e nt ed  t rad i t i o n  o f  
s ac red  m o u nt a i ns  o ve r t he  p as t  
1 2 0 0  ye a rs . （ U N ES C O  Wo r ld  
H er it a ge  C e n te r  2 0 0 4 ,  3 4）  
 
・「 信 仰 の 山 」で あ る 紀 伊 山 地
の 価 値 に お い て 森 林 に 覆 わ れ
た 山 岳 景 観 が き わ め て 重 要 と
す る 。  
T he  f o res t ed  mo u nt a ins  
u nd e rp in  t h e  s ig n i f i c a nces  o f  
t he  wh o l e  s i t e ,  f o r i t  i s  t h e  
b ea ut y a nd  d ra m a o f  t h e  
mo u nt a ins  an d  th e i r  co n t r a s t  
w i th  t h e  sea s cap e  to  t h e  so u th ,  
wh ich  h as  a t t r ac t ed  p eo p le  f o r  a t  
l e a s t  2 0 0 0  y ea r s .   （ UN ES C O  
Wo r ld  H er i t a g e  C en t e r  2 0 0 4 ,  3 4） 
 
・ 森 林 を 中 心 と し た 自 然 と 信 仰
の 結 び つ き を 強 調 す る 。  
T he  w ho le  no m in a t io n i s  
u nd e rp in n ed  b y t h e  wo o d ed  
mo u nt a in  l a nd s c ap e .  T h i s  i s  n o t  
d e s c r ib ed  o r  an a ly se d  in  t h e  
d o s s i e r  n o r  i s  i t s  m an a g em en t  
d ea l t  w i th  in  an y d e t a i l .  I t  i s  
e s s ent i al  t h at  t he  no mi n at ed  
a re as  a re  s us t a i n ab l e  f ro m a  
f o res t ry m a n a g e m en t  p o i nt s  o f  
v i e w –  p a rt i c ul a r l y t h e  n a rro w  
co rr id o rs  s u rro u nd i ng  t h e  
p i lg r i ms ’  ro ut es ,  as  t h e  
‘ n at u ra l ’  e l e m en t s  o f  t he  s i t e  
a re  s t ro ng l y as s o c i at ed  wi t h  t h e  
cu l t u ra l  v a l ues  o f  s p i ri t u a l i t y  
（ U N ES C O  Wo r ld  H er i t a ge  
C en t e r  2 0 0 4 ,  4 0）  
・文 学 や 絵 画 へ の 影 響 を「 紀 伊 山 地 」の
特 色 の 一 つ と し 、特 に 和 歌 な ど に 多 く
描 か れ て き た 吉 野 山 の 桜 を 挙 げ る 。  
A l th o u gh  o n ly m en t io n ed  b r i e f ly  in  t h e  
d o s s i e r ,  i t  i s  c l e a r t h at  t he  K i i  
Mo u nt a i n  s ac red  l a nd s c ap e  p ro v id ed  
ins p i ra t i o n f o r m a n y a r t i s t s  a nd  
p o e t s .  T he  g ro ves  o f  ch e rry t rees ,  f o r  
ins t a n ce ,  s u rro u nd ing  t e mp les  i n  
Y o s hi no y a m a,  p a r t  o f  t he  Y o s h in o  a nd  
O mi ne  s i t e ,  we re  w r i t t e n  i nt o  Wa k u  
p o ems  a nd  d ra w n b y m a n y a r t i s t s .
（ U N ES C O  Wo r ld  H er it a ge  C en t e r  
2 0 0 4 ,  3 7）  
 
・ 古 代 か ら 信 仰 の た め に 植 え ら れ て き
た こ と や 神 仏 に 花 を 供 え る 儀 式 で の
重 要 性 な ど 、桜 と 信 仰 と の 結 び つ き に
注 目 す る  
V as t  s t re t c h es  o f  chee ry t rees ,  
p la nt ed  a nd  re v e red  s in ce  t he  1 0 t h  
ce nt u ry i n  Y o s hi no y a m a,  a nd  a ro u nd  
K imp us e n- j i  Ho nd o  w h e re  t h e y f o r m  
p a rt  o f  a n  an n u a l  ri t u a l  i n  Ap r i l  w he n  
ch e rry b lo s s o ms  a re  o f f e red  t o  t h e  
d e i t y（ U N ES C O  Wo r ld  H er i t a ge  C en t e r  
2 0 0 4 ,  3 4）  
・「 紀 伊 山 地 」で 歴 史 的 に 林 業 が 営 ま れ
て き た こ と や 林 業 地 の 森 林 景 観 に つ
い て 言 及 は な い 。  
・ 登 録 対 象 地 の 歴 史 は 登 録 推 薦 書 の 記 述 を 簡 略 化 し
て 掲 載 。  
・ 吉 野 の 南 朝 や 古 代 の 天 皇 行 幸 へ の 言 及 は な い 。  
 
F r o m th e  3 r d  to  t h e  2 n d  cen tu r y B C ,  wh en  r ic e  cu l tu r e  
wa s  in t r o d u ce d  in to  J ap an  an d  s e t t l eme n t s  b e g an  to  
d e ve lo p  in  t h e  lo w lan d s ,  t h e  S h in to  r e l i g io n ,  in  wh ich  
n a tu r a l f e a tu r e s  su ch  a s  mo u n t a in s ,  f o r e s t s ,  r o c k s  an d  
t r ee s  wer e  r e ve r ed  a s  go d s ,  ca me  to  b e  em b r a ced  –  
p e r h ap s  a s  a  l i n k to  an c i en t  d we l l i n g s i t e s  i n  t h e  h i l l s .  
T h e  mo u n ta in  go d s  wer e  th o u gh t  t o  co n t r o l wa te r ,  
e s se n t i a l  f o r  r i ce  g r o w in g in  t h e  p l a in s ,  an d  go ld  o r e ,  
n eed ed  a s  t o wn s  d e v e lo p ed .  I t  wa s  a l so  b e l i e v ed  th a t  
t h e  go d  wh o  gu id ed  th e  f ir s t  Emp er o r  t o  b u i ld  N ar a  th e  
f ir s t  c ap i t a l  r e s id e d  in  t h e  mo u n ta in s .  T h u s  th e  S h in to  
r e l i g io n  ca me  to  b e  in f lu en t i a l  n o t  o n ly  in  r u r a l  a r ea s  
b u t  a l so  in  t h e  to w n s  a s  t h e y w er e  f o r m ed（ U N ES C O  
Wo r ld  H er i t a ge  C en te r  2 0 0 4 ,  3 7）  
 
T h e  K i i M o u n t a in  s i t e s  wer e  th u s  e s t ab l i s h ed  b y th e  en d  
o f  t h e  1 2 th  cen tu r y a s  t h e  ma in  sa c r e d  mo u n t a in  s i t e  in  
J ap an ,  an d  a t t a in ed  a  s t a tu s  wh ich  wo u ld  p e r s i s t  t o  t h e  
p r e s en t  d a y.  A t  t h e  en d  o f  t h e  1 2 th  cen tu r y th e  
go v e r n men t  w a s  mo v ed  to  K a m ku r a  – a l th o u g h  th e  
r u l in g f am i ly  r em a in ed  in  K yo to .  F r o m th e  1 4 th  to  t h e  
1 6 th  cen tu r y co n f l i c t  b e t we en  I mp er i a l  f a c t io n s ,  t h e  
gr ip  o n  p o wer  b y th e  sa mu r a i an d  b a t t l e s  b e t w een  f eu d a l  
l o r d s  me an t  a  w ea k en in g o f  I mp er i a l  an d  cen t r a l i s e d  
au th o r i t y,  b u t  a t  t h e  s am e  t im e  th e  g r o wth  o f  a  mo n e t a r y  
eco n o m y an d  imp r o v ed  me th o d s  o f  p r o d u c t io n  led  to  a  
n ew r i ch  c l a ss .  P i lgr im a ge s  w er e  n o w e xt en d ed  to  
an yo n e  wh o  co u ld  a ff o r d  th e  jo u r n e y.  
（ U N ES C O  Wo r ld  H er i t a g e  C en te r  2 0 0 4 ,  3 7）  
・ 古 代 か ら 神 道 の 自 然 崇 拝 の 対 象 だ っ
た こ と 、神 道 と 仏 教 の 融 合 が 見 ら れ る
こ と 、山 岳 信 仰 の 中 心 、巡 礼 の 拠 点 で
あ る こ と 、独 特 な 建 築 が 日 本 の 宗 教 建
築 に 与 え た 影 響 な ど か ら 吉 野 を 評 価
す る 。  
 
T he  Yo s hi no  o r no r t h e rn p a r t  o f  t he  
s i t e  w as  b y t he  mid  1 0 t h  ce nt u r y  
kn o wn as  t he  mo s t  i mp o rt an t  s ac re d  
mo u nt a in  i n  J ap a n  an d  i t s  r ep u ta t io n  
h ad  r ea ch e d  C h in a .   I t  was  t h e  o b j ec t  
o f  mo u nt a i n  wo rs hip ,  S hi nt o ,  in  t h e  
7 t h  a nd  8 t h  ce nt u r ie s  and  l at e r i n  t h e  
8 t h  ce nt u ry b ec a m e  o n e  o f  t he  p r i m e  
s ac re d  p la ces  f o r t h e  S h ug e n s ec t  o f  
as c e t i c  B ud d hi s m.  O min e ,  t h e  so u th e r n  
p a r t ,  wa s  a l s o  a s so c i a t ed  w i th  th e  
S h u g en  se c t  an d ,  i n  p a r t i cu l a r ,  w it h  
a s ce t ic  p r a c t i ce s  co n n ec ted  to  t h e  h a r s h  
mo u n t a in  en v ir o n m en t .   T his  s i t e  
co ns i s t s  o f  g ro up s  o f  b ui ld i ng s  in  w h a t  
i s  s a id  t o  b e  a  u n iq u e  a rc h i t e c t u ra l  
s t yl e  co ns t ru c t ed ,  as  a n e mb o d i m en t  
o f  S hi nt o - B ud d hi s t  re l ig io us  f us io n.
（ U N ES C O  Wo r ld  H er i t a ge  C en te r  
2 0 0 4 ,  3 5）  
 
J u s t i f i ca t io n  b y th e  S t a t e  P a r t y  
( su m ma r y)   
T h e  s it e  i s  p u t  f o r war d  f o r  i t s  
o u t s t a n d in g u n iv e r sa l v a lu e  r e l a t ed  to  
t h e  w a y th e  K i i M o u n t a in  R a n ge :  
・ Has  n u rt u red  t h e  s p i ri t  o f  n at u re  
wo rs hip  s i nc e  an c i e nt  t i mes  
・ I s  t he  cent ra l  p l ac e  f o r  B ud d hi s t  
as c e t i c  p rac t i c e s   
・D eve lo p ed  a u niq ue  S h i nt o - B ud d h i s t  
s y nc re t i s m  
・ I s  a s so c i a t e d  w i th  th e  B u d d h i s t  i d e a  
o f  t h e  P u r e  L an d   
・ D e ve lo p ed  th r e e  ma in  sh r in e  s i t e s  
wh ich  b ec ame  th e  ke y mo u n ta in  s i t e s  in  
J ap an   
・ I nf l ue nc ed  t h e  d e v e lo p m en t  o f  
s h r in e  a nd  t e mp l e  b ui ld i ng  
t h ro ug ho ut  J ap a n   
・ Ho us es  i mp o rt a nt  a nd  e xt e ns i v e  
p i lg r i m ro ut es  w hi c h a re  p a r t  o f  
re l ig i o us  p ra c t i ce s （ U N ES C O  Wo r ld  




表－３－３．「紀伊山地の霊場と参詣道」保存管理計画書、 ICOMOS 保全状況審査報告書、顕著な普遍的価値のステートメントにおける吉野に関する記述（世界遺産登録後）  
年  資 料  
評 価  
主 体  
全 体 的 特 徴  桜  人 工 林  国 史  信 仰  
2 0 0 5  
保 存 管 理
計 画 書  
日 本  
・吉 野 お よ び 大 峰 山 脈 地 域 の 特 色 に つ い て 、社 会
経 済 的 側 面 も 含 め て 網 羅 的 に 記 述 す る 。     
・ 吉 野 は 第 一 に 修 験 道 の 中 心 と し て 評 価 さ れ る
（ 奈 良 県  2 0 0 5 ,  1 0）。  
・世 界 遺 産「 紀 伊 山 地 」の 全 体 像 を 霊 場 と 参 詣 道
か ら 構 成 さ れ る も の と 捉 え る （ 世 界 遺 産 「 紀 伊
山 地 の 霊 場 と 参 詣 道 」 三 県 協 議 会  2 0 0 5 ,  1）。  
・森 林 は 文 化 的 景 観 の 一 要 素 と は す る が 、世 界 遺
産 の 代 表 的 特 色 と し て 特 に 強 調 は し な い （ 世 界
遺 産 「 紀 伊 山 地 の 霊 場 と 参 詣 道 」 三 県 協 議 会  
2 0 0 5 ,  1）。  
・ 卓 越 し た 桜 の 山 の 景 観 で 名 所 と さ
れ 歴 史 が 古 い こ と （ 奈 良 県  2 0 0 5 ,  
4） 、 一 面 に 植 え ら れ た 桜 の 起 源 は
役 行 者 や 蔵 王 権 現 に 由 来 す る こ と
（ 奈 良 県  2 0 0 5 ,  2 1） 、 多 く の 歌 人 、
俳 人 に 詠 ま れ て き た（ 奈 良 県  2 0 0 5 ,  
2 1） こ と を 紹 介 す る 。  
・ 桜 の 品 種 、 樹 数 の 説 明 （ 奈 良 県  
2 0 0 5 ,  4） が あ る 。  
・風 景 、生 物 学 、修 験 道 信 仰 と の 関 係 、
芸 術 の 題 材 と 多 面 的 に 吉 野 山 の 桜
を 評 価 す る 。  
・ 森 林 は 完 全 な 自 然 林 で は な く
人 工 林 か ら も 構 成 さ れ る こ と
（ 世 界 遺 産「 紀 伊 山 地 の 霊 場 と
参 詣 道 」 三 県 協 議 会  2 0 0 5 ,  9 ,  
1 0 ,  1 2） 、 古 く か ら 地 域 の 主 要
産 業 と し て 林 業 が 発 達 し 、 ス
ギ 、ヒ ノ キ の 木 材 産 地 と し て 広
く 知 ら れ て き た こ と を 説 明 し
（ 奈 良 県  2 0 0 5 ,  1 0）、森 林 に 社
会 経 済 的 な 機 能 を 見 て い る 。  
・ 林 業 地 を 林 業 活 動 に よ っ て 成
立 し た 文 化 的 景 観 と 捉 え る（ 世
界 遺 産「 紀 伊 山 地 の 霊 場 と 参 詣
道 」 三 県 協 議 会  2 0 0 5 ,  1 0） 。  
・ 古 代 天 皇 の 行 幸 や 後 醍 醐 天 皇 及
び 南 朝 と の 結 び つ き 、源 平 争 乱 期
の 政 治 介 入 な ど 、国 の 歴 史 と 吉 野
の 関 わ り の 深 さ を 述 べ る（ 奈 良 県  
2 0 0 5 ,  4 ,  8） 。  
・古 代 か ら 山 岳 信 仰 の 対 象 だ っ た こ と（ 世 界 遺 産
「 紀 伊 山 地 の 霊 場 と 参 詣 道 」 三 県 協 議 会  2 0 0 5 ,  
1 ,  奈 良 県  2 0 0 5 ,  8）に 加 え 、今 日 に 至 っ て も 大 峰
山 脈 で の 修 行 が 続 け ら れ 大 峯 奥 駈 道 が 使 わ れ 続
け て い る な ど 、 山 岳 信 仰 の 営 み の 継 続 性 を 強 調
す る （ 奈 良 県 ,  2 0 0 5： 8 ,  1 0 , 1 5） 。  
2 0 0 6  
IC O M O S  
保 全 状 況
審 査 報 告
書  
U N ES C O /I
C O M O S  
・ 管 理 面 を 中 心 と す る 。  
・ 自 然 的 要 素 に 宗 教 的 な 神 聖 性 を 見 る 。  
I t  a l so  s t r e ss e s  t h e  n eed  t o  co ns id e r ap p ro p r i at e  
m a n ag e me nt  o f  n at u ra l  e l e me nt s  t h at  p ro d uce  a n  
‘ a we - i ns p i r i ng  at m o s p he re ’ （ U N ES C O  Wo r ld  
H er it a ge  C e n te r  2 0 0 6 ,  1 7 0）  
記 述 な し 。  人 工 林 や 林 業 に 関 す る 記 述 な
し 。  
記 述 な し 。   
2 0 1 3  
顕 著 な 普
遍 的 価 値
の ス テ ー
ト メ ン ト  
U N ES C O /I
C O M O S  
・深 い 森 林 の 中 に 霊 場 や 巡 礼 路 が 存 在 し て い る と
い う 描 写 が 、 世 界 遺 産 の 全 体 像 と し て 繰 り 返 し
登 場 す る 。  
S et  in  t h e  d ens e  f o res t s  o f  t he  K i i  Mo u nt ai ns  o n  
a  p en in su la  in  t h e  so u th e r n mo s t  p a r t  o f  ma in l an d  
J ap an ,  o ve r lo o k in g th e  P ac i f i c  O c ean ,  t h re e  
s ac red  s i t e s  –  Y o s hi no  a nd  O m i ne ,  K u m a n o  
S a n za n,  a nd  K o y as a n –  a re  l i n ked  b y p i lg r i m a g e  
ro ut es  t o  t h e  an c i en t  cap i t a l  c i t i e s  o f  N a r a  an d  
K yo t o .  
( U N ES C O  Wo r ld  H er i t a g e  C en te r  2 0 1 3 ,  11 9 )  
 
T h e  sac r ed  s i t e s  a r e  co n n ec ted  b y 3 0 7  k m o f  
p i lgr im a ge  r o u te s  wh ich  co v e r  a  t o t a l  a r ea  o f  
4 9 5 . 3 h a .  Wit h t h e  s u rro u nd i ng  f o res t  l a nd s c ap e ,  
t he y re f l ec t  a  p e rs i s t e nt  and  e xt ra o rd in a r i l y  
we l l - d o cu m e nt ed  t ra d i t io n  o f  s ac red  mo u nt ai n s  
m a i nt ai ned  o v e r 1 , 2 0 0  ye a rs . ( U N ES C O  Wo r ld  
H er it a ge  C e n te r  2 0 1 3 ,  11 9 )  
 
T he  p ro p e r t y co ns i s t s  o f  t h re e  s ac re d  s i t e s  
in c l ud i ng  p re c i n c t s  and  b ui ld i ng s  o f  t e mp les  a n d  
s h r in es  in  t h e  he a v i l y f o res t ed  K i i  Mo u nt a i ns ,  
a nd  a co mp le x p at t e rn o f  t ra c ks  a nd  p at hs  t h a t  
l i n k t h e  s i t e s  t o g e t he r.   ( U N ES C O  Wo r ld  
H er it a ge  C e n te r  2 0 1 3 ,  1 1 9 )  
 
・ 森 林 以 外 は 全 て 信 仰 に 関 わ る 特 色 が 描 か れ る 。  
記 述 な し 。  人 工 林 や 林 業 に 関 す る 記 述 な
し 。  
記 述 な し 。  ・ 神 道 と 仏 教 の 融 合 が 文 化 的 景 観 に 見 ら れ る 点 、
修 験 道 の 存 在 、 社 寺 建 築 の 他 地 域 へ の 影 響 を 評
価 す る 。  
T o ge th e r  t h e s e  s i t e s ,  t h e  co n n ec t in g p i lg r ima g e  
r o u te s ,  an d  su r r o u n d in g f o r e s t s  f o r m a cu l t u ra l  
l and s c ap e  t h a t  re f l e c t  t h e  f us io n o f  S hi nt o i s m,  
r o o ted  in  t h e  an c i en t  t r ad i t io n  o f  n a tu r e  wo r sh ip  in  
J ap an ,  an d  B u d d h i s m,  wh ich  wa s  in t r o d u ced  f r o m  
C h in a  an d  t h e  K o r ean  P en in su la . ( U N ES C O  Wo r ld  
H er it a ge  C e n te r  2 0 1 3 ,  11 9 )  
 
T hes e  co mp o n e nt  p a r t s  a re  e s s ent i al  f o r  
d emo ns t ra t i ng  t he  re l ig io us  f ra me wo rk o f  
S h in to i s m ( r o o t ed  in  t h e  an c i en t  t r ad i t io n  o f  n a tu r e  
wo r sh ip  in  J ap an ) ,  B u d d h i sm ( in t r o d u ce d  to  J ap a n  
f r o m C h in a  an d  th e  K o r ean  P en in su la ) ,  an d  
S hu g e n- d ô  ( t h e  S hug e n s ec t )  w hi ch w as  
inf l ue nc ed  b y t he  f o rm e r t wo  f ai t hs . ( U N ES C O  
Wo r ld  H er i t a g e  C en te r  2 0 1 3 ,  11 9 )  
 
T he  K i i  Mo u nt ai ns  h a v e  b e co me  t he  s e t t i ng  f o r  
t he  c re at io n o f  un iq u e  f o rms  o f  s h ri ne  a nd  
t e mp le  b u i ld in g s  wh ic h h a v e  h ad  a p ro f o u nd  
inf l ue nc e  o n t he  b u i ld in g  o f  t e mp les  a n d  s h ri n es  
e l s e w he re  i n  J ap a n.  
( U N ES C O  Wo r ld  H er i t a g e  C en te r  2 0 1 3 ,  11 9 )  
 
・無 形 的 な 信 仰 活 動（ 山 岳 修 行 で の 霊 場 や 巡 礼 路
の 利 用 、祭 礼 、慣 行 ）が 継 続 し て い る こ と を 真 正
性 と の 関 係 で 評 価 す る 。  
At  t h e  th r e e  sa c r ed  s i t e s ,  v a r io us  re l i g io us  r i t u al s  
a nd  p rac t i c e s  m a i nl y re l a t ed  t o  S hi nt o i s m,  
B ud d hi s m,  and  S h ug e n - d ô  h a v e  b ee n co nt i nu a l l y  
c a rr i ed  o ut .  S uc h ac t i vi t i e s  a re  s t i l l  u nd e rw a y  
e ve n n o w,  a nd  t h us  a h ig h l e v e l  o f  s p i r i t u a l  
a ut he nt i c i t y i s  m ai nt a in ed . ( U N ES C O  Wo r ld  
H er it a ge  C e n te r  2 0 1 3 ,  11 9 - 1 2 0 )  
 
T he  s ac red  s i t e s  and  p i lg r i m a g e  ro ut es  h a v e  
at t ra c t ed  w o rs hip p e rs  s in ce  t h e  1 1 t h  o r 1 2 t h  
ce nt u r ie s  a nd  h a v e  t hus  re t a i ned  a h ig h d eg re e  
o f  a ut he nt i c i t y o f  f u n c t io n. ( U N ES C O  Wo r ld  
H er it a ge  C e n te r  2 0 1 3 ,  1 2 0 )  
52 
 
ICOMOS 保全状況審査報告書（2006 年）では、管理面が主で価値評価に関わる記述は少 
ないながら、「自然的要素」は聖なる山の「畏敬の念を抱かせる雰囲気」を創り出すもので
あり、適切に管理する必要があるとされる。ここでも自然的要素である山の宗教的な神聖性
を強調している（UNESCO World Heritage Center 2006, 170）（表－３－３）。顕著な普遍
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2012, 36）、観光、レクリエ―ションなど利用の側面を強調していた（村串 2012, 30-31, 48, 
52）。また、それは「全国に系統的に配置されるべき天然公園のうち大規模なもの（水谷 2014
－1, 70）」でもあった。 

















し、その後現地調査が進み候補地が絞り込まれ（水谷 2014－1, 73）、1921（大正 10）年頃
に海や湖、伝統的風景が脱落し、原始的なスケ―ルの大きい大自然、特に山岳風景が中心と
なり（田中 1981, 213-216）、田村剛の国立公園観が固まった（水谷 2014－1, 70-73）。吉









































































































1952 厚生省国立公園部監修、国立公園協会著：国立公園のはなし, 「第十七話 吉野熊野」 
1964 厚生省国立公園局：日本の国立公園：三和銀行 
1988 環境庁：吉野熊野国立公園指定書 昭和 63年  
1988 環境庁：吉野熊野国立公園公園計画書 昭和 63年  
1990 環境省：吉野熊野国立公園 平成 2年管理計画 





1951 国立公園協会：日本の国立公園, 「吉野熊野国立公園」  
1952 国立公園協会：国立公園写真集 国立公園法制定 20周年記念：朋文堂 1 
1953 国立公園協会：国立公園シリーズ 10 吉野熊野国立公園：朋文堂 
1956 国立公園協会：国立公園写真読本：東都書房, 「吉野熊野」 
1957 National Parks Association of Japan：National Parks of Japan：Tokyo News Service, “Yoshino Kumano National Park” 
1977 
国立公園協会：画集美しき日本 代表洋画家が描く国立公園七十八景：実業之日本社, 「44.吉野連山」（218-219頁）, 「吉野熊野国立
公園」 
1981 国立公園協会：日本の風景 自然公園 50周年記念 国立公園写真集：ぎょうせい, 「吉野熊野国立公園」 
1989 国立公園協会、日本自然保護協会：日本の自然公園：講談社, 「吉野熊野国立公園」 
1991 鹿子木孟郎、林静一郎：国立公園絵画シリーズ（24） 吉野連山（吉野熊野国立公園）：国立公園 494 
1995 国立公園協会：国立公園図鑑：大蔵省印刷局, 吉野熊野国立公園 
1996 菅沼孝之：還暦を迎えた吉野熊野国立公園大台ケ原（吉野熊野国立公園指定 60周年）：国立公園 543 
2006 福井良盟：日本の心の源流（特集 吉野熊野国立公園指定七〇周年）：国立公園 642 














表－７ 吉野における国立公園の風景評価 記述分析例 






















（環境省 2001, 1）。 
吉野川一帯には（中略）この辺りの大部分は吉野林業の中心である吉野杉の人工












を並べている（国立公園協会 1995, 118）。 
修験道では大峯山（吉野から山上ヶ岳にわたる地域の霊場としての呼称）を我国
第一の霊峰となし、各峯は夫々仏が鎮座する浄土と信ぜられている。（国立公園協






















































































続いて第二章ア.特別地域（エ）第 3 種特別地域に、「奈良県 吉野郡吉野町 大字左曽、
大字丹治及び大字吉野山の各一部」が挙げられている（環境庁 1988, 124,128）。地区の概
要としては、「スギ・ヒノキの人工林で吉野山の利用環境の保全上重要な地域である（環境










 国立公園の管理計画書は最も古いものは 1983 年版であるが、現在では入手不可となって
おり、現存しているのは 1990 年版と 2001 年版（ともに環境省発行）である。 











数多くの古社寺や史跡が残っているとし（環境省 1990, 1, 4）国史との関係性に言及してい
る。 
2001 年に省庁再編により環境省が誕生する。環境省が発行した資料として、現行最新か





























（環境省 2001,6）」としており、1990 年版に比べより明確に桜を評価している。 






















（National Parks Association of Japan 1957, 94）、文学・芸術での重要性に触れたもの（福
井 2006, 12）が各 1 点あったほかはすべて、信仰との結びつきを述べたものだった（12 点中

















協会 1956, 109）」と、非常に肯定的な言葉で林業地の森林美が描かれている。 











信仰に言及したのは 12 点中 9 点、積極的評価が見られたのはこのうち 6 点であった。い
ずれも山岳修験の中心として吉野が発展してきたことや、修験道関連の社寺、遺構が多く存
















桜 森林 国史 信仰 産業 
国立公園管理行政による刊行物 
1 厚生省大臣官房国立公園部編：国立公園日本観光特選：全国身体障害者福祉協議会 1951 ◎  〇   
2 厚生省国立公園部監修、国立公園協会著：国立公園のはなし  1952 ◎ ○   ○ ○ 
3 厚生省国立公園局：日本の国立公園：三和銀行 1964  ◎  〇 ◎ 
4 環境庁：吉野熊野国立公園指定書 昭和 63年 11月 7日 1988 〇 〇 〇 ◎ ○ 
5 環境庁：吉野熊野国立公園公園計画書 昭和 63年 11月 7日 1988 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 
6 環境省(1990)：吉野熊野国立公園 平成 2 年管理計画 1990 ◎ ○ ○ ◎ ○ 
7 環境省(2001)：吉野熊野国立公園 平成 13 年管理計画  2001 ◎ ○ ○ ○ ○ 













9 国立公園協会(1951）：日本の国立公園 1951 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
10 国立公園協会(1952)：国立公園写真集 国立公園法制定 20 周年記念：朋文堂 1952 ◎        
11 国立公園協会(1953)：国立公園シリーズ 10 吉野熊野国立公園：朋文堂 1953 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
12 国立公園協会(1956)：国立公園写真読本：東都書房 1956 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 




1977 ◎   ◎ ○  
15 国立公園協会(1981)：日本の風景 自然公園 50 周年記念 国立公園写真集：ぎょうせい 1981 ◎ ○ ○   ○ 




1991     ◎ ◎  




1996 ○ ○ ○   ○ 






























































略。）の会長（徳川頼倫）を総裁に迎え、1916 年 4 月に保存協会のメンバーを吉野山に招い
て大講演会を行い、奈良県を挙げての歓待を行っており（史蹟名勝天然紀念物 1 巻 11 号 
1916, 88）、史跡および名勝指定を念頭に政府への働きかけを行っていたことが伺える。保
存協会も、吉野山の「山中の櫻花、史蹟の保存」への効果が期待されるとこの講演会の感想








保護の必要性を訴え、生物学的視点から吉野山の桜を評価していた（三好學 1916, 73-74）。 


















進められた（大内 1987, 4）。1960 年代から、都市への人口流出による労働力不足などから
造林活動は停滞するようになり、1970 年代には外材に押され林業生産は後退していった（大
内 1987, 4-5）。50 年代に植えられた人工林の間伐が課題となるなど、1980 年代には拡大
造林政策は転換された（大内 1987, 7）。 




林の面積を調べた（表－９）（農林省統計調査部 1960, 同 1970, 農林水産省統計情報部 
1980, 同 1990, 同 2000）。表－９を基に、人工林の面積の積み上げをグラフ化した（図－

















樹林地計 人工林 樹林地計 人工林 樹林地計 人工林 樹林地計 人工林 樹林地計 人工林
吉野町 7168 4654 7679 5479 7893 5916 7925 6318 7850 6361
黒滝村 4307 3840 4399 4035 4599 4295 4600 4219 4596 4223
川上村 25001 15862 25726 16972 25238 17047 25064 17043 25440 16897
東吉野村 11398 10257 12324 10803 12344 11150 12487 11287 12515 11268
大淀町 2355 1216 2365 1214 2161 1178 2140 1254 1933 1199
下市町 4045 2686 4682 3298 4722 3507 4809 3601 4795 3622
天川村 15960 6330 16373 8875 16869 10038 16762 10696 17015 10656
上北山村 26130 6379 26221 7601 25942 9333 25074 10286 26280 9926
桜井市 5240 4673 5534 4640 5790 4736 5928 4873 5891 4950
宇陀市 16704 9528 18614 12684 17662 12966 18262 13869 18126 13870
曽爾村 4110 2519 3887 2841 3983 3235 4032 3386 4062 3395
御杖村 6757 2833 6918 5683 6920 6048 6971 6232 6969 6252
高取町 1579 1103 1649 1443 1660 1444 1625 1468 1609 1454
明日香村 1353 1275 1343 1282 1341 1281 1289 1229 1316 1234





















 新全総の中で、観光に関する章は、「第一部 国土総合開発の基本計画」「第 4 計画の主





ホテル等、スケートリンク、ゲレンデ等）を大規模に行うとしている（国土交通省 1969, 29）。 






























第 7 回環境省自然環境保全基礎調査の 2 万 5 千分の 1 植生図で「回廊」区域が掲載されて
いる「洞川」を用いた。それ以前の地図として、1969年の国土地理院の調査による 2万 5千
分の 1地形図「洞川」を用いた。それより以前の 1913年、1948年、1957年については、2









1）1913 年 2）1948 年 
大峯奥駈道（回廊区域） 



















土地利用の変遷図をベースに、10m メッシュマップより ArcGIS を用いて「回廊」区域




























































6－7 回環境省自然環境調査 2 万 5 千分の 1 地形図「洞川」

































                                                 
6 視対象の高さと視点場の視点位置の差（H）に対する、視対象と視点場間の距離（D）の比率から、視点場から視対象の頂点を見た仰
角が計算される。Spreirgen（1965）によれば、仰角 45 度（H:D=1:1）で完璧な囲繞感が生じ、仰角 18 度（H:D=1:3）で最低限の囲
















可能性があるため選定した。視点場 A と視対象（森林）間の距離（D）は、1913 年につい
ては ArcGIS を用い図－２１上で約 390m と測定し、2016 年現在については 2016 年 8 月
12 日の現地踏査で視点場 A の近隣地点で目視により約 1m と設定した。森林の高さと来訪
者の視点の位置の差（H）は、2016 年 8 月 12 日の現地踏査で視点場 A の近隣地点におい
て（図－２２）、大峯奥駈道沿道の森林の高さから目視により 15m と設定した。視点場 A か
ら見える森林は、1913 年時点も現在も針葉樹からなる林業地の人工林であり、施業方法に


















 結果、1913 年では、大峯奥駈道上地点 A の来訪者が森林を見た仰角は、囲繞感が消失す
る 14 度以下の約 2.2 度（H:D=1:26）で、囲繞感は全くなかった。一方、現在の仰角は、完








図－２２. 視点場 A近隣の大峯奥駈道の現況 
















































































































































































桜 森林 国史 信仰 産業 
国立公園指定 × （○） ○ × （○） 
国立公園指定～世界遺産登録 ○ △ △ △ △ 
世界遺産登録 
日本 ○ 事実の言及 △ ○ 事実の言及 
UNESCO/ICOMOS △ ○ × ○ × 

































































































                                                 
7 「日本遺産」（Japan Heritage）とは、文化庁が平成 27 年度から創設したもので、地域に点在する有形・無形の文化 
財をパッケージ化し、日本の文化・伝統を語るストーリーを認定する制度である。平成 28年に、奈良県の吉野町、
下市町、黒滝村、天川村、下北山村、上北山村、川上村、東吉野村が「森に育まれ、森を育んだ人々の暮らしとこ
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 史料－２ 昭和 6年 12月 国立公園の選定に関する第 1回特別委員会 議事大要 
 
藤村委員長（冒頭発言の中で、筆者注）： 









































史料－３ 昭和 7年 3月 国立公園選定に関する第 5回特別委員会 議事大要 
 
・地元奈良県、和歌山県の拡張要望が田村剛から説明される（筆者補） 
 - 大杉谷を北の方に拡張してほしい 
 - 区域を南方に拡張、北山川支流の東の川流域を含めてほしい 




























































































































































































































































史料－８ 昭和 10年 12月 十和田・富士・吉野熊野・大山 各国立公園区域決定に関する






























































史料－９ 昭和 10年 12月 十和田・富士・吉野熊野・大山 各国立公園の区域決定に関す



























































































































































































学 術 研 究 ノ 外
















































































106 （第 2 種特別地域に挙げられた「吉野山（奈良県 吉野郡吉野町 大字左曽、大字丹
治、大字橋屋及び大字吉野山の各一部）について」）吉野山一帯でヤマザクラを主とするサ
クラ林や数多くの史跡を有し、国の史跡・名勝に指定されている。社寺、集落地等の文化景



































































＊中表紙：吉野山の桜、2 吉野山 中千本 桜 写真 25 吉野山 一目千本の桜 写真、25 吉野




















































20 桜と歴史の吉野山/20 それだけではなく、国立公園の中で、私有地が 66%を占めるのも
大きい特徴で、吉野林業、尾鷲林業と呼ばれる林業の盛んな人とのかかわりが大きい地域に
あって、自然がよく残されている。逆にいうと、7.2%の特別保護地区と 26.4%の特別地域
は、スギ、ヒノキの植栽林に囲まれているといっても過言ではない。 
 
資料 ID：２０ 
12 吉野の桜の有名さ、三万本が山一面を咲き上る景観の圧巻、吉野山が我が国固有の山岳
信仰「修験道」の聖地であること、開祖・役行者の伝承にちなみ桜が聖木とされ長きに渡る
信徒による献木が桜の山を生んだ=吉野の桜は信仰の証、吉野の桜が歴史古くから多くの文
人墨客に愛されてきた、後醍醐天皇の南朝の哀史や義経・靜の悲話など多くの歴史に彩られ
た地 
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